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「定型発達」を知る



本来どのような成長をしていくのか？

発達の特長（厚生労働省）🌎

１ 乳幼児期

２ 学童期

小学校低学年・中学年・高学年

３ 青年前期

中学校

４ 青年中期

高等学校

定型発達の基礎知識

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/053/gaiyou/attach/1286156.htm


定型発達の２つの視点



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

•フロイトの心理性的発達理論

•ゲゼルの成熟優位説

•行動主義の学習理論

•ピアジェの発生的認識論

•バンデューラの社会的認知理論

•エリクソンの社会的発達理論 など

さまざまな発達理論

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

・視覚障害

・聴覚障害

・音声機能、

言語機能又は

そしゃく機能

の障害

・肢体不自由

・心臓、じん臓又は呼吸器の機能の障害

【身体障害の種別】

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

・言語理解

・知覚推理

・ワーキングメモリ

・処理速度

・結晶性領域

・流動性領域

・記憶領域

・論理推理

WISC-Ⅳ

田中ビネーⅤ

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識



各種検査の
カテゴリ・領域
を知る

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識

http://www.saccess55.co.jp/hattatu_ichiran_1.html


検査名 対象年齢 検査カテゴリ等

新版Ｋ式発達検査 0～13 「姿勢・運動」「認知・適応」「言語・社会」

田中ビネー検査 2～成人 「思考」「言語」「記憶」「数量」「知覚」

ウェクスラー式知能検査 「言語理解」「視覚空間認識」「流動性推理」「ワーキングメモリ」「処理速度」
ＷＰＰＳＩ(3～7.3) ＷＩＳＣⅤ(6～16) ＷＡＩＳ(16～)

ＫＡＢＣ-Ⅱ 2.6～
12.11

「認知(継次 同時 学習 計画)」「習得(語彙 読み 書き 算数)

ＤＮ-ＣＡＳ認知評価 5～17.11 「プランニング」「注意」「同時処理」「継次処理」

ＰＶＴ-Ｒ絵画語彙発達 3～12.3 「語彙理解力」

ＩＴＰＡ言語学習能力 3～9.11 「言葉の理解」「絵の理解」「言葉の類推」「絵の類推」「言葉の表現」

構音検査 幼～成人 「単語」「音節」「音」「文章」

ＬＣスケール 学齢期 「文･文章聴覚理解」「語彙定型句の知識」「発話表現」「柔軟性」「リテラシー」

ＬＤＩ-Ｒ 小1～中3 「基礎学力(聞く 話す 読む 書く 計算 推論 英語 数学) 」「行動」「社会性」

描画検査 投影検査の一種：バウムテスト ＨＴＰテスト

投影検査 絵や写真への反応：ロールシャッハテスト ＴＡＴ（主題統覚検査）

質問紙検査 質問への回答から：ＹＧ検査 ＭＭＰＩ（ミネソタ多面人格目録）など

作業検査法 作業の結果から：内田クレペリン検査 ベンダーゲシュタルトテスト

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

・コミュニケーション
・日常生活スキル

・社会性

・運動スキル
・不適応行動

・身辺自立

・移動
・作業

・コミュニケーション

・集団参加
・自己統制

Vineland-II

S-M社会生活

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識



望ましい集団活動を通

して，心身の調和のと

れた発達と個性の伸長

を図り，集団の一員と

してよりよい生活や人

間関係を築こうとする

自主的，実践的な態度

を育てるとともに，自

己の生き方についての

考えを深め，自己を生

かす能力を養う。

【特別活動のねらい】🌎

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/tokkatsu_j.pdf
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/syo/toku.htm


金沢市立中央小学校芳斎分校HPより

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識



🌎まいとプロジェクトHPより

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識

http://www.might-project.com/child-care/dictionary/ka/013.html


① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

エリクソンの発達段階

【特質を考える視点（①発達）】



道徳教育の目標は，第

1章総則の第1の2に示

すところにより，学校

の教育活動全体を通じ

て，道徳的な心情，判

断力，実践意欲と態度

などの道徳性を養うこ

ととする。

【道徳のねらい】🌎

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識

http://www.u-gakugei.ac.jp/~kokoro/komoku/index.html
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/syo/dou.htm


① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

マズローの欲求５段階説

【特質を考える視点（①発達）】定型発達の基礎知識



定型発達の２つの視点



② 個人的特質の理解

・認知的特質

・性格的特質

・態度ー意欲の特質

（知能・学力・認知及び学習のスタイル）

学習指導要領

【特質を考える視点（②個人）】定型発達の基礎知識



② 個人的特質の理解

・認知的特質

・性格的特質

・態度ー意欲の特質

（知能・学力・認知及び学習のスタイル）

【特質を考える視点（②個人）】定型発達の基礎知識



② 個人的特質の理解

・認知的特質

・性格的特質

・態度ー意欲の特質

（性格特性・人間関係）
・外向性
・協調性
・良識性
・情緒安定性
・知的好奇心

・社会的機能を果たそうとする自我
・他人を養い育てる自我
・論理的・合理的に思考する理性的な自我
・生まれながらの自分を自由に発揮する自我
・他人の顔色をうかがい順応していく自我

主要５因子検査

小児用エゴグラム 🌎

【特質を考える視点（②個人）】定型発達の基礎知識

http://ta.direct-comm.com/charactor/


② 個人的特質の理解

・認知的特質

・性格的特質

・態度ｰ意欲の特質

興味・関心

知的好奇心

目標意識

成功感

経過・成果意識

強化子

競争原理

自己動機付け

社会的動機🌎

【特質を考える視点（②個人）】定型発達の基礎知識

https://kagaku-jiten.com/social-psychology/individual/motivation.html


DSM-Ⅴ 疾病分類



DSM-５による疾病の分類🌎

１ 神経発達症群／神経発達障害群

２ 統合失調症スペクトラム障害および他の精神病性障害群

３ 双極性障害および関連障害群

４ 抑うつ障害群

５ 不安症群／不安障害群

６ 強迫症および関連症群／強迫性障害および関連障害群

７ 心的外傷およびストレス因関連障害群

８ 解離症群／解離性障害群 などなど

障がい特性の基礎知識

snabi.jp/article/127


１ 神経発達症群／神経発達障害群
【知的能力障害群】

【コミュニケーション症群/コミュニケーション障害群】

言語症/言語障害・語音症/語音障害・小児期発症流暢症/小児期発症流暢障害（吃音）

社会的（語用論的）コミュニケーション症/社会的（語用論的）コミュニケーション障害

特定不能のコミュニケーション症/特定不能のコミュニケーション障害

【自閉スペクトラム症／自閉症スペクトラム障害】

【注意欠如・多動症／注意欠如・多動性障害】

【限局性学習症／限局性学習障害】

【運動症群／運動障害群】

【チック症群／チック障害群】

トゥレット症/トゥレット障害・持続性（慢性）運動または音声チック症/ 持続性（慢性）運動

または音声チック障害・暫定的チック症/暫定的チック障害・他の特定されるチック症/他の特定される

チック障害特定不能のチック症/特定不能のチック障害

【他の神経発達症群／他の神経発達障害群】

DSM-５による疾病の分類🌎障がい特性の基礎知識

snabi.jp/article/127


【自閉スペクトラム症／自閉症スペクトラム障害】

A. 複数の状況で社会的コミュニケーションおよび対人的相互反応における持続的な欠陥
（１）相互の対人的・情緒的関係の欠落
（２）対人的相互反応で非言語コミュニケーション行動を用いることの欠陥
（３）人間関係を発展させ、維持し、それを理解することの欠陥

B.行動、興味、または活動の限定された反復的な様式で、現在または病歴によって、以下の少なくとも２つにより明
らかになる（以下の例は一例であり、網羅したものではない）
（１）常同的または反復的な身体の運動、物の使用、または会話
（２）同一性への固執、習慣へのかたくななこだわり、または言語的・非言語的な儀式的行動様式
（３）強度または対象において異常なほど、きわめて限定され執着する興味
（４）感覚刺激に対する過敏さまたは鈍感さ、または環境の感覚的側面に対する並外れた興味

C. 症状は発達早期に存在していなければならない（しかし社会的要求が能力の限界を超えるまで症状は明らかになら
ないかもしれないし、その後の生活で学んだ対応の仕方によって隠されている場合もある）。

D. その症状は、社会的、職業的、または他の重要な領域における現在の機能に臨床的に意味のある障害を引き
起こしている。

E. これらの障害は、知的能力障害（知的発達症）または全般的発達遅延ではうまく説明できない。知的能力障害
と自閉スペクトラム症はしばしば同時に起こり、自閉スペクトラム症と知的能力障害の併存の診断を下すためには、社会的
コミュニケーションが全般的な発達の水準から期待されるものより下回っていなければならない。

障がい特性の基礎知識



【注意欠如・多動症／注意欠如・多動性障害】
Ａ１：以下の不注意症状が６つ（17歳以上では5つ）以上あり、6ヶ月以上にわたって持続している。

a.細やかな注意ができず、ケアレスミスをしやすい。
b.注意を持続することが困難。
c.上の空や注意散漫で、話をきちんと聞けないように見える。
d.指示に従えず、宿題などの課題が果たせない。
e.課題や活動を整理することができない。
f.精神的努力の持続が必要な課題を嫌う。
g.課題や活動に必要なものを忘れがちである。
h.外部からの刺激で注意散漫となりやすい。
i.日々の活動を忘れがちである。

Ａ２：以下の多動性/衝動性の症状が６つ（17歳以上では5つ）以上あり、6ヶ月以上にわたって持続している。

a.着席中に、手足をもじもじしたり、そわそわした動きをする。
b.着席が期待されている場面で離席する。
c.不適切な状況で走り回ったりよじ登ったりする。
d.静かに遊んだり余暇を過ごすことができない。
e.衝動に駆られて突き動かされるような感じがして、じっとしていることができない。
f.しゃべりすぎる。
g.質問が終わる前にうっかり答え始める。
h.順番待ちが苦手である。
i.他の人の邪魔をしたり、割り込んだりする。

Ｂ：不注意、多動性/衝動性の症状のいくつかは12歳までに存在していた。

Ｃ：不注意、多動性/衝動性の症状のいくつかは２つ以上の環境（家庭・学校・職場・社交場面など）で存在している。

Ｄ：症状が社会・学業・職業機能を損ねている明らかな証拠がある。

Ｅ：統合失調症や他の精神障害の経過で生じたのではなく、それらで説明することもできない

障がい特性の基礎知識



限局性学習症／限局性学習障害

A.学習や学業的技能の使用に困難があり、その困難を対象とした介入が提供されているにもかかわらず、以下の症状の少なくとも1つが存在し、少

なくとも6ヶ月間持続していることで明らかになる:

(1)不的確または速度が遅く、努力を要する読字(例:単語を間違ってまたゆっくりとためらいがちに音読する、しばしば言葉を当てずっぽう

に言う、言葉を発音することの困難さをもつ)

(2)読んでいるものの意味を理解することの困難さ(例:文章を正確に読む場合があるが、読んでいるもののつながり、関係、意味するもの、

またはより深い意味を理解していないかもしれない)

(3)綴字の困難さ(例:母音や子因を付け加えたり、入れ忘れたり、置き換えたりするかもしれない)

(4)書字表出の困難さ(例:文章の中で複数の文法または句読点の間違いをする、段落のまとめ方が下手、思考の書字表出に明確さがない)

(5)数字の概念、数値、または計算を習得することの困難さ(例:数字、その大小、および関係の理解に乏しい、1桁の足し算を行うのに同級

生がやるように数字的事実を思い浮かべるのではなく指を折って数える、算術計算の途中で迷ってしまい方法を変更するかもしれない)

(6) 数学的推論の困難さ(例:定量的問題を解くために、数学的概念、数学的事実、または数学的方法を適用することが非常に困難である)

B.欠陥のある学業的技能は、その人の暦年齢に期待されるよりも、著明にかつ定量的に低く、学業または職業遂行能力、または日常生活活動に意

味のある障害を引き起こしており、個別施行の標準化された到達尺度および総合的な臨床消化で確認されている。17歳以上の人においては、確認

された学習困難の経歴は標準化された評価の代わりにしてよいかもしれない。

C.学習困難は学齢期に始まるが、欠陥のある学業的技能に対する要求が、その人の限られた能力を超えるまでは完全には明らかにはならないかも

しれない(例:時間制限のある試験、厳しい締め切り期間内に長く複雑な報告書を読んだり書いたりすること、過度に思い学業的負荷)。

D.学習困難は知的能力障害群、非矯正視力または聴力、他の精神または精神疾患、心理社会的逆境、学業的指導に用いる言語の習熟度不足、また

は不適切な教育的指導によってはうまく説明されない。

障がい特性の基礎知識



強度行動障害・指標該当障がい特性の基礎知識 １０点以上



強度行動障害・指標該当障がい特性の基礎知識

３つ以上で全介助

１３点以上



「障がい」の２つの“Ð”面接時の基本的考え方

Ｄｉｓａｂｉｌｉｔｙ Ｄｉｓｏｒｄｅｒ
Learning Disability, LD Attention-deficit hyperactivity disorder、ADHD

『新たなできる』をつくる・『今あるできる』を増やす の見極め



ICF（国際機能分類）

ICFとは？🌎

障がい特性の基礎知識

http://www.co-pass.jp/icf.html

